

































































































































乗 用 車 4. 68xlO' 1. 27x 106 l.4x 106 
ガソリン車 5.49 X 103 1.27x106 
LPG 車 4.12 x 10' 2.46 X 103 
軽油車 9 185 
その他車 38 291 
貨 物 車 7.50 x 10' 6. 59x105 9. 6x 105 
ガソリン事 9. 77x103 5. 58 X 105 
L P G車 461 1. 55 X 103 
軽油車 6.21 x 10' 9.85 X 104 
その他車 2.70 X 103 784 
ノ、e ス 8.51 X 103 1. 01 X 104 1. 3 X 105 
ガソリン車 42 7.33 X 103 
L P G車 。 。
軽油亭 8.46 X 103 2. 72 X 103 
その他車 7 13 
特殊用途寧 7.84 X 103 3. 78 X 104 6.0 X 104 
ガソリン車 233 1. 59 X 104 
LPG車 450 1. 37 X 103 
軽油車 6.89 X 103 2.01 x 10' 
その他事 273 412 
一 輸 車 。4. 79x105 7.6xlO' 







































鉄 道 車両数 重 量
国 鉄 2. 2x 103 6. 6x 104 
私 鉄 4.2 X 103 1. 3x 105 
地 下 鉄 1. 6 X 103 4. 8x 104 
都 電 62 9. 9x 102 
モノレール 52 2.4x103 
J
口'" 計 7. 9x 10


















重量は，ボーイング747の中でも， 747-100， 747-100 
A， 747-200Bで各々異なるが，計算では以下の値(運
用自重〕を用いた。ボーイ γグ747・166トン，ダグラス
DC-8 : 72トン， ボ{イング727:39トン， ボーイン




機 種 機数 重 量
ボーイング 747 16 2. 7x 103 
ダグラス DC-8 43 3.1 X 103 
ボーイング 727 23 8.9 X 102 
ボーイング 737 16 4.1 X 102 
フォッカ{ F28 6 97x10 
YS-ll 25 3. 8x 102 
i
日
込 計 129 
(1973年4月)
表4 船舶保有量 (単位〕登録数:隻，重量:トン
船 舶 登録数 |重 量
汽 船 3.12 X 103 2.35xl07 
帆 船 5 4. 67x103 
i口
h‘ 計 1 3.13x 10






























































乗用車 I1. 4 X 108 I 1.4 X 108 I 1.4 X 108 I 1.4 X 108 
貨物事 I8. 0 X 107 I 1.0 X 108 I 8.0 X 107 I 1.0 X 108 
ス I1. 8 X 106 I 1.3 X 107 I 1.8 X 106 I 1.3 X 107 
二輪車 I4. 2 X 106 I 6.7 X 105 I 4.2 X 106 I 6.7 X 105 















































国鉄 8.2 X 106 I 2. 1 X 108 I 8.2 X 106 I 2. 1 X 108 
客車 5.0X 106 11. 5 x 108 1 5. 0 X 108 11. 5 x 108 
貨車 3.2 X 106 1 6.4 X 107 1 3. 2 X 106 I 6.4 X 107 
私鉄 2.9 X 106 1 8.7 X 107 1 2. 9 X 106 1 8. 7 X 107 
客車 2.8 X 106 1 8.4 X 101 1 2. 8 X 106 1 8.4 X 101 
貨車 1.3 X 105 1 2.6 X 106 1 1. 3 X 105 1 2.6 X 106 
地下鉄 o 0 0 0 
都電 o 0 0 0 
モノレール o 0 0 0 










表8 船舶の出入 (単位)入港数:隻，重量:ト γ
路 線 入港数 重 量
国 内 7. 87x 10' 3. 39x107 
国 外 2.98xlOS 2. 49 X 107 
日本船 1. 42x10s 1. 04x 101 
外国船 1.56xlOs 1. 45 X 107 
A
日












(1975年) 策資料(東京都， 1974: 172-174)から1.32人/台を得た。
(3) 航空機の出入 表9 自動車による人間の出入






路 線 着陸機数 重 量
国 内 5.7x10' 3. 3x 106 
国 際 1.6x10' 1. 6 X 106 
l
日




流 入 流 出
車種
人数|重量 人数|重畳
乗用車* 2.01 x108 1. 0 X 101 2.40x108 1. 2x 107 
営業 6.28x106 3.1 x105 1. 91 x107 9.6x105 
自家用 1. 95x 108 9.8 X 105 2.21 x108 1.1x1Q7 I 
貨物車掌* 1.1 X 108 5.5 x106 1.1 x108 5.5x106 
ノミ ス本 4.00x107 2.0xl06 4. 46x107 2.2x106 
乗合 1. 86 X 101 9.3x105 1. 86 X 107 9.3x105 
貸切 4. 17 X 106 2.1 x105 6.63x106 3.3 X 105 
自家用 1. 72 X 101 8.6x105 1. 94 X 107 9.7x105 I 
二輪車料 4.2x106 2.1x105 4.2x106 2.1 x105 

























流 入 流 出
鉄道
人数|重 人数 l重量 量
国 鉄 4.96 X 108 2.5 X 101 4.80 X 108 2.4 X 101 
私 鉄 3.51 X 108 1. 8 X 101 3.48 X 108 1. 7 X 101 
地下鉄 。 。 。 。
都 電 。 。 。 。
モノレール 。 。 。 。








流 入 流 出
路線
人数|重量 人数|重量
国 内 I~ 臼似……川×刈川川吋10即ぺがぺ:1γlドrげ2μ山山8似M…X刈1
国際 2.18 X 106 I 1.1 x 10' I 2.17 X 106 I 1.1 x 10' 
合計 17.80X州3.8 x 10' 17. 78 x州3.8x 10' 
(1973年〉






流入人数，重量は各々8.31x 10'人， 4.2 X 104トγであ






閣内 18. 28 x 10' 1 4. 1 x 10' 11. 02 x 106 I 5. 1 x 10' 
国外 13. 28 X 103 1 1. 6 X 102 1 2. 66 X 103 1 1. 3 x10' 








表13 自動車による貨物の出入 (単位〉 トン
車 種 |流 入 流 出

















表14 鉄道による貨物の出入 (単位〉 トン
都市と交遜機関の物質代謝 51 
鉄 道 |流
国 鉄 9.50 X 106 7.41 x106 
事扱貨物 6.08 X 106 2.22 X 106 
コンテナ貨物 2.14 X 106 
私 鉄 1. 91 X 106 7.26 X 105 
東武鉄道 1. 70 X 106 7. 10 X 105 
西武鉄道 2. 05x 105 1. 55 x 10' 









流入貨物量は1.69x105トン， 流出貨物量は1.94x 105 
トンである。
表15 航空機による貨物の出入 (単位〉 トン
路 線 |流 出
国 内 5. 34x 10' 7. 58 x 10' 
貨 物 4.57 x 10' 6.41 x 10' 
郵 使 物 7.65 X 103 1. 17x10' 
国 際 1. 16 X 105 1.19 X 105 
貨 物 1. 12 X 105 1.15 X 105 
郵 便 物 4. 25 X 103 4.28 X 103 
1
日





表16 船舶による貨物の出入 〈単位) トン
銘 線 |流 出
国 内 3.28 X 107 9.21 X 106 
コンテナ 3. 29x105 2.14 X 105 
そ の 他 3.26 X 107 9.00 X 106 
国 外 1. 248x 107 3.70x106 
コンテナ 2.86 X 106 2.92 X 106 
そ の 他 9.62 X 106 7. 80 X 105 




























自動車 12. 5 x 1Q81 1.8 x 1Q1 1 6.23 x 1Q11 3. 3 x 1081 
鉄道 1 3. 0 X 108 1 4. 3 X 107 1. 141 x 1071 3. 5 x 108 
航空
船舶 15.89x 1Q1 
























表19によると， 年平均の流入過剰量は 9.13X 106トン



















1969 -1.84x106 3. 35 X 106 2.58x107 2.73x107 
1970 -4.54 X 106 3. 55 X 106 2. 75x107 2.65x107 
1971 2. 03 X 106 3.14x106 2.74x107 3.26 X 107 
1972 -6.95x107 3.50 X 106 3. 06 X 107 -3.54x107 
1973 -4.63 X 107 3.01 X 106 3. 48x107 -8.5x106 
1974 一2.35x 107 2.40 X 106 2.98 X 107 8.6 X 106 
1975 -1. 39 X 107 3.20x106 2.45 X 107 1. 28 X 107 

































乗用車 3. 78x109 1. 76 X 1010 2.14 X 1010 
貨物事 2.20x109 9. 96 X 109 1. 22x附
普通車 1. 41 X 109 1. 42 x 10. 2.83 X 109 
小型車 7.90x108 8.54 X 109 9. 33x109 
ノ、
守 ス. 3.68 X 108 2. 7x 108 6.4x108 
乗 メ口込 2. 77x108 2. 77 X 108 
貨 物 9. 10 X 107 9.10x107 
二輪車 O 1. 2 X 109 1.2x109 
メ日
'" す I6.35x109 I三?竺01日3.54x1山
(1973年〉
(2) 鉄道車両の走行距離



















表21 鉄道車両走行距離 (単位)km 
鉄 道 車|車 両
国 鉄* 6.3 X 107 7.8 X 108 
旅 客 5.1 X 107 4.8 X 108 
貨 物 1. 2 X 107 3.0x108 
私 鉄 3. 6x 10' 1. 9x108 
旅 客 3.6 X 107 1. 9 X 108 
貨 物 3.7x105 4.8 x 10" 
地 下 鉄 2.6 X 107 1. 8 X 108 
者E 電 2.2 x 10" 2.2 x 10" 
モノレーノレ 1. 2 x 10" 6.2 x 10" 





























乗用車 2.3 X 1010 1. 4 X 109 O 2. 3x 1010 
営業用 4.1 X 109 2.0 X 108 。 4.3x109 
自家用 1. 9x 1010 1.2x109 O 3.1 X 109 
貨物車 1. 6 X 1010 7.9x108 9.07x109 2.6XlO101 
営業用 5.6 x 10. 1. 4 X 108 4. 70 X 109 104X1010{y | 
自家用 1. 0 X 1010 6.5 X 108 4. 37x109 1. 5 X 101 
ノ、守 ス 4.5x 10. 5.5 X 108 。 5.1 X 109 
乗合 2.2 X 109 2.2 X 108 。 2.4x109 
貸切 9.1 x 108 1. 2 X 108 。1. 03 x 10. 
自家用 1.4x109 2.1 X 108 。 1. 6x 109 
二輪車 1.9x108 6.0 X 107 。 2.5x108 





(運輸省， 1974: 151， 152)の人キロ値に 2.3.1(2)と同
様に，路線延長比をかけて求めた。地下鉄，都電，モノ





鉄 道|機 関|人 閑|貨 物|合 計
国 鉄 2.0x1010 1. 8 X 109 4.0x109 2.6x1010 
旅客列車 1. 4 x 1()10 1. 8 X 109 。 1. 6x1010 
貨物列車 6.0 X 109 。4. Ox 109 1. 00 X 1010 
私 鉄 5.8X 109 6.8x108 5.9 X 107 6.5x109 
旅客列車 5.7x10. 6.8x108 。 6.4x109 
貨物列車 9.6 X 107 。5.9 X 107 1. 55 X 108 
5.6 X 108 。 6.0x109 
都 3.5x 107 3.6 X 106 O 3.9x107 
モノレー 2. 9x 108 1. 4 X 107 。 3.0x108 






























































(単位)e， *k'J B.熱量 (単位)Kcal 
車 種lガソリンl軽 油 I LPG*Iその他 車 種|ガソリン|軽 油 ILPG Iその他|合 計
乗用車 1. 9 X 109 3.8x108 乗用車 1. 6 X 1018 4. 6x 1012 2.1 X 1013 
営業用 4. 8x 107 3.8 X 108 営業用 4.1 X 1011 4.6x1012 5.0 X 1012 
自家用 1. 9 X 109 3.9x106 自家用 1. 6 X 1013 4.7x1010 1. 6 X 1018 
貨物事 1. 3 X 109 1. 0 X 109 2.6x108 貨物車 1.1 X 1018 9.2 X 1012 2.3 X 1012 2.3 X 1018 
営業用 4.4x107 5.5 X 108 2.6x108 営業用 3.8 X 1011 5.1 X 1012 2.3 X 1012 7.8x1012 
自家用 1. 3 X 109 4.5x108 自家用 1. 1 X 1018 4.1 x1012 1. 5 X 1013 
ノ、 ス 7・3x107 1.7x108 。 ノ、 ス 6. 3x 1011 1. 6x 10'2 O 2.2 X 1012 
営業用 。 1. 4 X 108 O 営業用 。1. 3 X 1012 。 1. 3 X 1012 
自家用 7.3 X 107 2. 7x 107 。 自家用 6.3 X 1011 2.5 X 1011 O 8. 8x 1011 
二輪車 3.6x107 O 。 。 二輪車 3.0 X 1011 。 。 O 3.0 X 1011 
メ仁L3 計
1













L P G12000Kcal!kg，その他8900Kcal!eとすると， 1973 











表25に示すように，鉄道の電力消費量は総計1.9 X 109 
KWhと計算される。
熱量は 1KWh=860Kcalとして計算した。得られた債
1. 64 x 1012Kcalは，自動車の値の3.5%にすぎなし、。
表25 鉄道電力消費量
(単位)消費電力:KWh，熱量 Kcal
鉄 道 |消費電力 i熱 量
国 鉄 8.6 X 108 7.4 X 10" 
私 鉄 5.7x108 4.9 X 1O" 
地 下 鉄 4.5 X 108 3.9 X 1O" 
都 電 5.7x106 4.9x109 
モノレ{ル 1. 4 X 107 1. 2 X 1010 







航空機|給油量 1 熱 量'
民間航空1.62 X 109 1. 4 X 1013 
(1972年)
示す。航空輸送統計年報〈運輸省， 1972)によると1972年
度の給油震は1.62 X 109 eである。熱量に換算すると，






1969年度の東京港湾内での重油使用量は 1.07x107 e 
で，熱量に換算すると1.1 x 10"Kcalとなる(表27)。
表27 船舶燃料消費量 (単位〉消費量:e，熱量:Kcal 
1動 力 種 1高 費 量|熱 量
タ{ピン 1. 42 X 105 1. 4 X 109 
航空中 1. 39 X 105 1. 4 X 109 
停泊中 3.32 X 103 3.3 X 107 
ディーゼル 1. 06 X 107 1. 0 X 10¥1 
航行中 3.11 X 106 3.1 X 1010 
停泊中 7.45x106 7.4x1010 




除く)，自動車4.6 x 1013Kcal鉄道1.64 x 1012Kcal，船舶








量，食品，ゴミ焼却却の総計で1.42 x 1015Kcal (半谷，








24.. 24n十 8__，->." 24n十 8_ -x g，ー 十一←o'-xgとなる。←一一ーはn=3からn=7 -e， 7 n + 1 ~ _.--u 7 n十 1








表28 自動車酸素消費量 (単位〕 トン
車 種|営業用|自家用!合 言十
乗用車 1.5x106 6. Ox 106 7.5 X 106 
貨物車 1. 9 X 106 5.5 X 106 7.4 X 106 












表29 船艇酸素消費量 (単位) トン
動力種|航行中 l停泊中|合 計
タービン¥~川 i 98 i4吋
ディーゼル 1. 0 X 104 I 2. 3 X 104 I 3. 3 x 10' 
































CO2 6.9x106 6. 8x 106 7.0 X 105 1.0X105 1. 5 X 107 1. 5 X 107 
H20 3.1 X 106 3.1 x1Q6 3.2xl05 4.5 x 10' 6.8x1Q6 6.8xl0
6 
CO 2. 79 X 105 2.81 x 105 5. 60X 105 1. 37 X 103 5.61 X 105 
HC 6. 76xl0' 7. 84xl04 1. 46 X 105 1. 33 X 103 1. 47xl05 
NOx 3. 75 X 104 2. 82x 104 6・57x104 828 6.65 x 10' 
SOx 609 2.95xl03 3.56 X 103 。 3.56 X 103 
アルデヒド 537 608 1. 15Xl08 。 1. 15 X 108 
ばいじん 115 914 1. 03 X 108 。 1. 03 X 103 
l
口



















180 x 12 x O.8 = 1.73 X 103 (crs./ 5万伽走行)となる。
1台当り 4本のタイヤを装着しているから，車l台当

























































































表31 自動車摩耗物質 (単位〕 トン
成 分 !タイヤ|ブレーキ|合 計
ゴ ム 4.5 X 103 27 4.5 X 103 
Fe 1. 9 X 102 1.9x102 
石 綿 1.9x102 1.9x102 
樹脂(フェノール系〕 1. 3 X 102 1. 3 X 102 
Zn 46 46 
Pb 1. 9 x 10-
Cd 6.1 X 10-2 6.1 xlO-


















































= 1.94 X 103 x 7.86 x 1.16 x 109/1. 5 x 105 
宇1.18 X 108(.9') 
宇120(トン)
b.摩耗物質の組成
























(摩耗量)=691 x 3.5 x 1.16 x 109/10' 

















れている。 1枚のすり板につき，おおむね25x2.5xO. 3 
d/l万km走行の割合で摩耗すると考えてよい。したがっ
て，車両1両当りのすり板の摩耗量は，


































成 分 |レール 1車 輸|プレーキ |パンタグラフ|架 線 l合 計
Fe 2.8x108 1. 2 X 102 1. 4 X 102 3.4 3.1 X 108 
Cu 3.6xlO-1 8.4 14 1.4x102 1. 6 X 122 
樹 日旨 48 48 
黒 鉛 34 8.0xlO-1 35 
Mn 22 8.4xlO-1 23 
C 19 8. 2x 10-1 20 
Pb 14 1. 1 X 10-1 14 
ゴ ム 14 14 
碇 砂 14 14 
石 車問 11 11 
Si 5.6 3.0xlO-1 5.9 
Sn 1.6 1.6 
P 6.4xlO-1 3.0 X 10-2 1. 0 X 10-2 6.8xlO-1 
S 6.4xlO-1 3. Ox 10-2 6. 7x 10-1 
Ni 4. Ox 10-1 4. Ox 10-1 
Cr 8.0 X 10-2 8.0 X 10-2 
A
日
. 2.8 X 108 1.2x102 2.8 X 102 20 1. 4 X 102 3. 4x 108 
(1973年〉
60 総合都市研究創刊号
たパンタグラフの数は 年数表とその使い方(白石雅也， 1976: 27)より求めた。
12.34ー 7.5/0.05=96.8(万四〕 表33に結果を示す。年間の廃棄物量は6.5X 105トンで
となる。 ある。
国電車両は1両当りに換算して，通常0.3個のパンタ また，昭和60年の自動車産業(通産省， 1975: 45， 121) 
グラフがついている。また車両走行距離は表21より1.16 の中の数値をもとに，自動車廃棄物の組成を推定した。
x 109kmであるが，これは1両の車両が1.16 x 109kmのト 表34のように，鉄が4.9x105トンと最も多く，ゴム3.8
ロリー線を l回通過した事に等しし、。 x10.トン，アルミニウム1.8 x 10.トン，ガラス1.3 X 104 
したがってトロリー線の摩耗量は トンのJI慣になっている。
(摩耗量)= 1.16 X 1012 X 390 x O.3/9. 68 x 105 
















る。年間の摩耗量は1.6 X 102トンで， 鉄の3.1X 103トン
に次いで多い。
自動車と鉄道の摩耗物質量は各々 5.0X 103トン，3.4 
x103トンである。表22，23より自動車と鉄道のトンキ
ロは各々 5.2X 1010トンキロ，3. 9x 1010トンキロである
ので，単位トンキロ当りの摩耗物質量は9.6X 10-8トン/


















(L P G車) 3.0 
貨物車(ガソリン車〕 3.6 




特殊 用 途 車 6.3 9.5 X 103 




























表34 自動車廃棄物組成 〈単位〉ト γ
材 料 乗用車 貨物車
普 通 鋼 1.9xlO> 1. 5 X 105 
冷延薄板 1. 6 X 105 1. 2 X 105 
熱延薄板 2.1 x 10' 1. 6 x 10' 
鋼 管 1. 2 x 10' 9. 5x 108 
特 殊 鋼 5.4xlO' 5.9x10' 
炭 素 鋼 2.4 x 10' 2.6 x 10' 
構造用合金 1. 7 x 10' 1.8xlO' 
ノ、 ネ 鋼 1. 0 x 10' 1.1xlO' 
軸 受 鋼 3.0x103 3.3x103 
銑 鉄 9.9x103 1. 1 x 10' 
ゴド 鉄 金 属 1. 6 x 10' 1. 1 x 10' 
アノレミニウム 1. 0 x 10' 6.9 X 103 
銅 2.6 X 103 1.8x103 
鉛 1. 9 X 103 1.3x103 
亜 鉛 1. 3 X 103 8.8 X 102 
ス ズ 80 55 
一 ツ ケル 80 55 
ヨド 金 属 4.2 x 10' 3.0 x 10' 
:z ‘P ム 2.1 x 10各 1.5 x 10' 
ガ「 フ ス 7.1 X 103 5. OX 103 
塗 料 5.6x103 4.0x103 
樹 目旨 5.1 X 103 3. 6x 103 
ナイロン繊維 2. 9x 108 2.1 X 108 
石 綿 5.0 X 102 3.6 X 102 
















ノ、e ス 二輪車 メ口込 計
1. 0 x 10' 2.8 X 103 3.5X105 
8.5 X 103 2.9x105 
1. 1 X 103 3.8 x 10' 
6.5 X 102 2.2 x 1()4 
6.3x103 1.3x103 1. 2 X 105 
2.8x103 5.3 x 10' 
1. 9 X 103 3.7x10' 
1. 2 X 103 2.2 x 10' 
3.5x102 6.7x103 
1. 9 X 103 2.3 X 102 2.3 x 10' 
1. 4 X 103 1. 2x 103 3.0 x 10' 
8.5 x102 1.8XlO' 
2.2 X 102 4.6 X 103 
1. 6 X 102 3.4 X 103 
1.1 X 102 2.3 X 103 
6.8 1. 4x 102 
6.8 1.4x102 
4.1 X 103 5.2 X 102 7.7xlO' 
2.1 X 103 3.8 x 10' 
7.0x102 1. 3XlO' 
5.5 X 102 1.0x103 
5.0x102 9.2X103 
2.8x102 5.3x108 
50 9.1 X 102 





































1 /面積 I /人口!ノー矧/ー量同消費貨物1
I 1. 3 x 104 9' / m"I 2. 3 x附/人 8.0xlO-2 2.3xlO-' 3.0 
交通機関による流入 3. 6 X 105 9' / m" 6.8 X 107 9'/人 2.3 6.7 85 
機関自身 2.8x105 " 5. 3x 107 " 1.8 5.2 66 
人 間 2. 8x 104 " 5.3 X 106 1 1. 8x 10-1 5.2 X 10-1 6.6 
貨 物 5.4 X 104 " 1. 0 X 107 " 3.5xlO-' 1 13 
交通機関による流出 3. 6x 105 " 6.8x107 " 2.3 6. 7 85 
機関自身 2.8 X 105 " 5.3 X 107 " 1.8 5.2 66 
人 間 2.8x104 " 5.3 X 106 1 1. 8xlO-' 5.2XlO-' 6.6 
貨 物 5.0x104 " 9.3x106 1 3.2xlO-1 9. 2x 10-1 12 
蓄積・消費貨物 4.2x1Q3 " 7.9x105 1 2.7xlO-2 7.8xlO-2 1 
ト ン キ ロ 44トンキロ/m" 8.2 X 103 2.8 X 102伽 8.1 x 102km 1. 0 x 104km 
トンキロ/人
機関自身 35 " 6.6 X 103 " 2.3 X 102" 6.5 X 102" 8.3 X 1031/ 
人 間 2.6 " 4.9x102 1 17 " 48 " 6.1 X 1021/ 
貨 物 6.2 " 1.1x103 " 39 " 1.1x102" 1.4x103" 
エネルギー消費量 2. 2 X 104 Kcalj m" 4.2 X 106 KcaJj人 1.4xl05 4.1 X 105 5.2 X 106 
Kcaljトン Kcaljトン KcaJjトン
酸素消費量 7. 5 x 1Q3 9' / nf 1.4x1069'/人 4.8 X 10-2 1.4xlO-' 1.8 
指ド 気 物 質 1.1x104 " 2.0 X 106 " 6.8xl0-2 2.0xlO-' 2.5 
摩 耗 物 質 3.9 " 7.3 X 102 " 2.5 X 10-5 7.2xlO-5 9.2 X 10-4 
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